
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

全体総括

直近の5年間を見ると、経常収支が黒字であり、累
積欠損金もなく流動比率も高い。また、企業債残高
比率や給水原価は類似団体平均よりも低く、経営基
盤は安定していると言える。
しかし、人口減少等に伴い給水収益が減少してお
り、各指標が若干悪化傾向にある。また、有形固定
資産の老朽化が進んでいるなか、管路の更新率は類
似団体より低い数値で推移している。
今後、多額の費用を要する浄水場施設更新を実施し
ていく必要があり、そのような状況で更に管路の更
新も進めていかなければならないため、難しい経営
を迫られることは不可避と思われる。
水道施設の更新を進めていくにあたり、適切なダウ
ンサイジングを行いつつも、長期的な経営戦略に基
づき水道料金の値上げも検討しなければならない状
況である。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率　平成29年度は資産減耗費等の増加
により類似団体平均を下回ったものの、毎年黒字を
計上できている。
②累積欠損金比率　欠損金はなく黒字経営。
③流動比率　類似団体平均を大きく上回り、現状で
は資金繰りの不安はないが、今後の浄水場施設更新
に伴い減少していくと予想される。
④企業債残高対給水収益比率　給水収益に対する企
業債の残高比率で、類似団体と比較して圧倒的に低
い。しかし、今後の浄水場施設更新に伴い増加する
見込みである。
⑤料金回収率　100％を下回ることはなく、類似団
体と比べて高い値を維持している。
⑥給水原価　有収水量1㎥あたりの経費で、類似団
体と比べて低いが、人口減少等に伴う有収水量の減
少や浄水場施設更新に伴い、今後は増加が見込まれ
る。
⑦施設利用率　配水能力がどの程度利用されている
かを示す指標で、ここ数年は減少傾向となってい
る。今後人口減少が進み、更に利用率が下がること
が予測されるため、将来的に適正なダウンサイジン
グの実施が必要になると思われる。
⑧有収率　配水した水量のうち収益に結び付いた水
量を示す指標で、この指標が低いと漏水等による損
失があると考えられる。ここ数年は横ばいで、類似
団体と比較しても高い数値を維持しているが、全国
平均並みを目指したい。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率　有形固定資産の減価償
却率を示す指標で、この指標が高いと施設が老朽化
していることを表している。やや右肩上がりに増加
しており、類似団体平均と比べても高いが、今後予
定される浄水場施設更新により減少すると見込まれ
る。
②管路経年化率　法定耐用年数を超えた管路延長を
示す指標で、全体的に右肩上がりに増加しており、
類似団体平均を超えている。そのため、計画的に管
路の更新を行っていく必要があると考えられる。
③管路更新率　更新した管路延長の割合を示す指標
で、直近4年では類似団体を下回っている。今後、
浄水場施設更新を優先する予定であるため、しばら
くは低い水準で推移すると見込まれる。2. 老朽化の状況
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法適用 水道事業 末端給水事業 A6 非設置 29,628

経営比較分析表（令和元年度決算）
埼玉県　小川町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.64 0.42 0.29 0.43 0.46

平均値 0.56 0.61 0.51 0.50 0.52

106.00

107.00

108.00

109.00

110.00

111.00

112.00

113.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 111.54 112.13 109.49 111.13 110.25

平均値 109.64 110.95 110.68 108.87 108.61

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 52.46 54.05 54.79 56.10 57.63

平均値 45.75 46.90 47.28 48.87 49.92

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 12.68 14.03 14.14 18.01 23.75

平均値 10.54 12.03 12.19 14.85 16.88

①経常収支比率(％)
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4.00

4.50

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 3.62 3.91 3.56 3.16 3.59

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

1,400.00

1,600.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 748.00 1,185.88 1,422.24 1,385.08 1,082.50

平均値 371.31 377.63 357.34 369.69 379.08

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

450.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 104.78 101.70 111.86 102.76 94.34

平均値 373.09 364.71 373.69 402.99 398.98

92.00

94.00

96.00

98.00

100.00

102.00

104.00

106.00

108.00

110.00

112.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 109.78 107.52 105.70 106.12 108.25

平均値 99.99 100.65 99.87 98.66 98.64

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

140.00

160.00

180.00

200.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 133.93 137.03 139.70 139.49 136.40

平均値 171.15 170.19 171.81 178.59 178.92

50.00

52.00

54.00

56.00

58.00

60.00

62.00

64.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 61.83 61.78 61.85 59.77 58.77

平均値 58.53 59.01 60.03 55.03 55.14

76.00

78.00

80.00

82.00

84.00

86.00

88.00

90.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 88.09 87.82 87.24 88.32 86.75

平均値 85.26 85.37 84.81 81.90 81.39

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【112.01】 【1.08】 【264.97】 【266.61】

【89.80】【60.00】【168.38】【103.24】

【49.59】 【19.44】 【0.68】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

　当町では最も古い管渠でも30数年が経過した状況
であり、管渠の老朽化対策に早急に取組む状況には
ない。現在は未普及地域の新規整備に力を入れてい
る状況である。
　今後、公営企業会計の適用に伴い、減価償却累計
額等が算出できるようになる。更新事業に対する投
資の試算を行うことにより老朽化対策への転換時期
等の検討を進めていく必要があると思われる。

2. 老朽化の状況

全体総括

　当町の下水道整備計画の現状は新規整備地区を拡
大している状況にある。しかし将来の収支を見通す
と継続的な人口減少に比例して収益的収支は低下し
ていくものと考えられる。
　新規整備地区も町の中心地から徐々に人口密度の
低い地区へ移行していく状況である。また当町は今
後数十年のスパンで激しい人口減少が予想されてい
る地域であることから、長期的な視点で経営を考え
る必要性がある。
　将来老朽化に伴う更新事業も必要になることを見
据えると、適切な事業規模を再検討し長期にわたる
安定した経営を維持できるよう努めなければならな
い。　公営企業会計適用後には使用料の段階的な引
き上げも視野に入れつつ、町全体の汚水処理計画
（公共下水道区域・農業集落排水区域・合併浄化槽
区域）を総合的に見直すことも必要な状況にある。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

●収益的収支比率
　数値は前年度と比較し少し改善されたが、依然と
して赤字収支となっているため、経営改善に向けた
取組が必要である。
●企業債残高対事業規模比率
　法適用に伴う打切決算により使用料収入が減とな
り、前年度と比較し高い数値になっている。現在も
新規整備地区を拡大しており、企業債は今後も増加
していく状況である。一方使用料は、今後町の中心
から人口密度の低い地域に新規整備が進むため、使
用料の増加は大きく期待できない。そのため今後比
率は悪化すると想定される。接続率向上や料金見直
し等使用料収入の増加に向けた取り組みや事業規模
の見直しが必要である。
●経費回収率
　汚水処理費を使用料で回収できていない状況であ
る。経営の効率化による経費の見直し、使用料収入
の増加に向けた接続率向上に努め、経費回収率が
100％以上となるよう経営改善の取り組みが必要で
ある。
●汚水処理原価
　平均値と比較して低い数値である。引き続き経費
の削減や接続率の向上に取り組み、効率的な汚水処
理を目指す。
●水洗化率
　平均値より低い数値である。使用料収入の増加に
よる収益的収支の改善や水質の保全という観点から
水洗化率向上の取り組みを引き続き実施していく。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 53.27 99.45 2,410 15,700 4.55 3,450.55

60.36 490.85 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 公共下水道 Cc2 非設置 29,628

経営比較分析表（令和元年度決算）
埼玉県　小川町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

0.00
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0.04
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0.10

0.12

0.14

0.16

0.18

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.11 0.15 0.16 0.13 0.15
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①収益的収支比率(％)
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当該値

平均値

0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 338.63 496.87 384.87 403.18 635.42

平均値 1,118.56 1,111.31 966.33 958.81 1,001.30

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 100.98 100.00 91.71 98.41 91.00

平均値 72.33 75.54 81.74 82.88 81.88

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 152.71 158.79 164.31 158.00 155.10

平均値 215.28 207.96 194.31 190.99 187.55

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 - - - - -

平均値 54.67 53.51 53.50 52.58 50.94

76.00

77.00

78.00

79.00

80.00

81.00

82.00

83.00

84.00

85.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 79.23 82.41 82.10 82.65 81.34

平均値 83.80 83.91 83.51 83.02 82.55

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【682.51】

【95.35】【59.64】【136.15】【100.34】

【0.22】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

　当町では３つの農業集落排水区域があり、最も古
い地域では供用開始から２０年が経過する。現状で
は処理場の維持修繕に多くの費用を必要としてい
る。
　経過年数的には直ちに管渠の老朽化に伴う更新が
必要な状況ではないが、人口減少を見据えた長期的
な使用料収入を予測したうえで更新投資に充てる財
源を確保していく必要がある。

2. 老朽化の状況

全体総括

　公共下水道事業と比較すると経営状態は非常に厳
しい状況にあり、一般会計からの繰入金に依存せざ
るを得ない状況である。今後も有収水量の増加を図
る等接続率向上の取組は必要である。
　公営企業会計適用後は使用料の段階的引上げも視
野に入れつつ、現在の人口密度、将来の人口減少傾
向等を考慮すると処理施設の統合等の抜本的な見直
しが必要と考えられる。町全体の汚水処理計画（公
共下水道区域、農業集落排水区域、合併浄化槽区
域）を総合的に見直すことも必要な状況にある。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

●収益的収支比率
　数値は少し改善されたが、依然として赤字収支と
なっているため、経営改善に向けた取組が必要であ
る。
●企業債残高対事業規模比率
　農業集落排水の新規事業は行っておらず、企業債
償還は主に一般会計からの繰入金で賄っている状況
である。
●経費回収率
　平均値と比較して若干低めの数値であるが、
100％を大きく下回っており、汚水処理に係る費用
を使用料で賄えていないため適切な使用料の確保が
必要な状況と考えられる。
●汚水処理原価
　平均値と比較して若干低めの数値となっている。
今後も接続率向上の取組を行い、有収水量の増加を
図ることが重要である。
●施設利用率
　平均値より高い数値となっているが、今後の人口
減少の状況や施設の老朽化等を考慮すると処理施設
の統合についても検討を要する状況である。
●水洗化率
　平均値より若干高めの数値となっているが、水質
保全の観点からも水洗化率向上の取組が必要であ
る。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 5.64 89.33 3,195 1,663 3.02 550.66

60.36 490.85 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 農業集落排水 F2 非設置 29,628

経営比較分析表（令和元年度決算）
埼玉県　小川町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 0.01 2.05 0.01 0.01 0.02
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平均値
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①収益的収支比率(％)
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0.00

200.00

400.00

600.00

800.00

1,000.00

1,200.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

平均値 1,081.80 974.93 855.80 789.46 826.83

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 51.81 48.60 39.02 44.97 52.17

平均値 52.19 55.32 59.80 57.77 57.31

0.00

50.00

100.00

150.00

200.00

250.00

300.00

350.00

400.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 259.20 273.53 357.77 309.32 263.53

平均値 296.14 283.17 263.76 274.35 273.52

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 59.32 59.32 57.70 58.51 59.32

平均値 52.31 60.65 51.75 50.68 50.14

82.50

83.00

83.50

84.00

84.50

85.00

85.50

86.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 83.71 84.12 84.05 84.72 85.57

平均値 84.32 84.58 84.84 84.86 84.98

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【765.47】

【86.22】【51.30】【257.86】【59.59】

【0.02】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし


